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　RI　inVitr・検査においても，生化学検査と同様，

コントロール血清の使用は，検査の正確さ，再現性をチ

ェックする上で必要である。従来，当検査室においても

プール血清を用いて精度管理を行なって来たが，RIA

用多種目コントロール血清の一っであるHBsAg陰性の

NMS－1，　NMS－‖（栄研化学）について，種々の項目にっ

いて値を求め，その再現性にっいて自家製プール血清

と比較し，有用性を検討した。

　方法二　RIA検査時に自家製プール血清，　NMS－1，

NMS－llを挿入測定し，その値の変動を求めた。プール

血清の変動とコントロール血清の変動を比較し，併せて

検査の再現性を検討した。また，コントロール血清添付

値と測定値に差異が生ずる場合にっいて，IRIを選び

その原因を検討した。

　結果〔1｝再現性二Thyroxinについては，　Monitol　19．4

土0．49μg／dl，　cv　5．2％，　NMS－1　12、8士0．78μg／dl，

cv7．5％とBetween　Assayにおいて良い再現性が得られ

た。T3RU（％T3uptake）においてもNMS－10．96±O．04，

c・3．79％NMS　一　ll　5．02％と満足すべき値を得た。また

IRIは19回連続ルーチン検査で測定を行なった。　Bet－

ween　Assayのcvはプール血清15．9％，　NMS－119．2％，

　　　　　　tNMS一皿12．0％，また全てのAssayにっいて求めたWi　th－

inAssayのcvは前記の順に11．3％，8．2％，10。4％の

結果を得た。これをcumulative　averageで平均化する

とプール血清，NMS－1は，28～30μu／ml，　NMS一皿も

100μu／mlの所で一定値を得た。

　｛2）その他の検査項目の測定：その他の項目において

測定値と表示値がほぼ同様の値を示したものは，NMS－1

ではCortisol，　TSH，　T3RU，　Digoxin，　Thyroxinであ

り，NMS一皿ではHGHであった。他の検査では測定値と

表示値にかなりの隔たりがあり，FSH，　Gastri　n，　TSH

では両血清間で測定値の逆転も見られた。

　｛3）表示値との差‘二関する検討：三社のキットを用い

て測定値を比較すると，キット間ではプール血清20％

NMS－1及びNMS－llで約50％の差が見られた。

　断案：市販コントロール血清について測定値を検討

した。添付の表示値と異なる値を示すものが多かった。

その原因は，測定に用いた試薬，キットが異なること

によると思われる。一方，異なったパイヤルを用いた

場合の変動率は，プール血清の値と比較しても差がな

く，再現性の点では，ほぼ満足すべきものと思われる。

　現在のRIAにおいては，異なるキット間で得られる値

が異なるので，どの測定法にも合致する表示値を求め

ることは至難と考えられる。

　目的：RIAデータ処理において，電子計算機による

近似標準曲線の算出は，迅速化と誤読危険を減少させ

るための有力な手技となっている。今回我々は，電子

計算機YHPモデル30（4KW）及びHITAC－20（32KW）を

用いて，各種ホルモンのRIAにおける標準曲線近似関

数の撰択について検討を加えTe。

　方法：インスリン，HTSH，コルチゾール，トリヨー

ドサイロニン及びサイクリックAMPのRIAにおいて，

X軸にホルモン量の対数を，Y軸にB／F，B／T又は
B／B。を変量とした場合の無処理値，Logit，Pr。bit又は

Arcsineをとる12組の関数を用いて，それぞれの直線化

標準曲線を加重最小二乗法により算出した。各標準曲

線についてその相関係数及び，標準濃度における沈澱

率を当該標準曲線にあてはめて再読し丁測定値の双方

から最適の近似関数を判定，あわせてその関数による

検体測定値を，従来より行：われて来fC視察一手描標準

曲線による測定値と比較しTC。

　結果：得られた直線化標準曲線は，インスリン〔濃

度領域（B／島）：．86一28〕，HTSH〔．94－．10〕の双方において

Logit（B／Bo）をY軸上にとっfC直線が相関係数r＝

．9994一9985と高値を示し，サイクリックAMP〔．50－．05〕

ではLogit（B／T）が，トリヨードサイロニン〔．79－．15〕及

びコルチゾール〔．87－．16〕ではProbit（B／Bo）が最も高

い相関係数を示した。再読しrc測定値については，各

ホルモンを通じて，Logit（B／B。）による直線化が低濃

度における測定値算出に適しており，Pr。bit（B／Bd）がこ

れに次いで高い近似を与えることが示され7こ。

K量をB／FとしTe場合又は関数をArc8ine，無処理値と

しTC場合には，いずnも相関係数は低値であり，特に

低濃度領域において，再読値は原値と大きくはずれ，

全領域に適用する単一関数としては実用性は乏しいと

判定さnTC。上記各ホルモンについて最適の直線化標

準曲線を用いて検体濃度を算出しこれを従来の視察一

手描標準曲線に基づく測定値と比較すると，両測定値

は相関係数r＝．9996一9969ときわめて高い一致を見て，

その有用性が示されTC。　　　　　　　　　　一

　結論：RIA標準曲線直線化のlcめの近似関数として

は，L。git（B／Bo）が広領域測定で優nているが，Probi　t

もこれに次ぐ有用性が認められrc。　RIAの全濃度領域

において，より精細な標準曲線を求めるには，N次線

形又は非線形曲線による近似が必要であり，こnら曲

線がもつ有越性を上記直線化法と比較して現在検討中

である。
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